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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用画像を取得する画像取得部と、
　操作部と、
　表示部と、
　前記画像取得部が取得した医療用画像である元画像を前記表示部に表示可能であるよう
に予め設定された拡大／縮小率でリサイズしたリサイズ画像を前記表示部に表示する制御
を行う表示制御部と、
　を有し、
　前記表示制御部は、
　　前記操作部を介して前記リサイズ画像上の任意の中心点と計測点とが指定された場合
に、前記中心点と計測点とを結ぶ軸と、前記中心点を中心として互いに等しい距離をおい
て前記軸と交差するように配される複数の同心円とを前記リサイズ画像と重ねて表示し、
　　前記中心点に対して前記操作部を介した所定の操作がなされた場合には、前記中心点
、前記計測点、前記軸、前記同心円の全てを前記所定の操作に応じた方向に平行移動させ
、
　　前記計測点に対して前記操作部を介した所定の操作がなされた場合には、前記計測点
を前記所定の操作に応じた方向に移動させ、移動した当該計測点の位置に応じて、前記軸
及び前記同心円を更新する
　医療用画像表示装置。
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【請求項２】
　前記表示制御部は、前記軸及び同心円を半透明に表示可能である
　請求項１に記載の医療用画像表示装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記中心点から前記計測点までの前記リサイズ画像上での距離を算
出した後、前記拡大／縮小率を基に前記中心点及び前記計測点に対応する２点間の前記元
画像上の距離を算出し、当該距離を前記リサイズ画像に重ねて表示する
　請求項１または２に記載の医療用画像表示装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記同心円同士の前記距離を、前記元画像上の所定の距離と前記拡
大／縮小率とを基に算出する
　請求項１から３のいずれか一項に記載の医療用画像表示装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記中心点から数えて所定数目の同心円付近に、前記元画像上での
前記中心点から当該同心円までの距離に対応した数字を表示する
　請求項１から４のいずれか一項に記載の医療用画像表示装置。
【請求項６】
　所定のサイズの医療用画像である元画像を予め設定された拡大／縮小率でリサイズした
リサイズ画像を表示する医療用画像表示装置の医療用画像表示方法であって、
　前記リサイズ画像上の任意の中心点と計測点とが指定された場合に、前記中心点と計測
点とを結ぶ軸と、前記中心点を中心として互いに等しい距離をおいて前記軸と交差するよ
うに配される複数の同心円とを前記リサイズ画像と重ねて表示し、
　前記中心点に対して所定の操作がなされた場合には、前記中心点、前記計測点、前記軸
、前記同心円の全てを前記所定の操作に応じた方向に平行移動させ、
　前記計測点に対して所定の操作がなされた場合には、前記計測点を前記所定の操作に応
じた方向に移動させ、移動した当該計測点の位置に応じて、前記軸及び前記同心円を更新
する
　医療用画像表示方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用画像を所定に操作に応じて表示を行う医療用画像表示装置及び医療用
画像表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＣＲ（computed radiography：コンピュータ放射線撮影）、ＭＲＩ（magnetic r
esonance imaging：磁気共鳴撮影）、ＣＴ（computed tomography：コンピュータ断層撮
影）等、医療用デジタル画像生成技術が普及している。これらの医療用デジタル画像生成
技術によって生成された医療用デジタル画像は、例えば読影医による読影や、患者の担当
医による画像を見ながらの診断（画像診断）時に利用される。
【０００３】
　読影時や画像診断時には、医師は手元のコンピュータの表示装置に上述したような医療
用デジタル画像生成機器が生成した医療用画像を表示させ、これを見ながら読影・診断を
行う。
　医師が医療用画像を表示・閲覧している最中に、画像内のある２点間に対応する実際の
距離が診察上必要となる場合がある。医療用画像を表示する際には、表示された画像内の
縮尺は実際とは異なっている場合が多いため、表示された画像内の２点間距離をそのまま
実際の距離として使用することはできない。
　画像内の２点間の実際の距離を知ることができる技術として、例えば特許文献１や２に
開示された技術がある。
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【特許文献１】特開２００４－２７５３６２号公報
【特許文献２】特開２００５－３０４６９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には、画像データ取得手段により被写体とともに放射線撮影可能なスケール
を写し込んだ放射線画像を表す画像データを取得し、画素数計数手段が取得した画像デー
タに対して画像認識処理を施し、当該放射線画像中のスケールが示す長さに対応する画素
数を計数し、尺度情報生成手段が長さを上記画素数で割ることにより、放射線画像におけ
る１画素あたりの実空間上での長さを表す尺度を算出し、これを用いて、放射線画像にお
ける実寸計測、実寸大の放射線画像の表示やプリントを行う画像実寸算出方法が開示され
ている。
【０００５】
　特許文献２には、実際の寸法からどれくらい拡大されているかが分かるように、計測値
と共に拡大率を表示し、画像上の距離を元に実際の距離を算出できる画像表示装置が開示
されている。
【０００６】
　しかし、例えば特許文献１に開示された技術では、撮影時にスケールを用意する必要が
あり、撮影に手間がかかる、という不利益がある。また、特許文献１及び２に開示された
技術に共通して、画像上の距離とスケール或いは拡大率を基に実際の距離をユーザが自ら
算出する必要があり、手間がかかるという不利益がある。
【０００７】
　本発明は、上述した不利益を解消するために、表示された画像における２点間距離に対
応する実際の距離を容易に取得可能な医療用画像表示装置及び医療用画像表示方法を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した目的を達成するために、第１の発明の医療用画像表示装置は、医療用画像を取
得する画像取得部と、操作部と、表示部と、前記画像取得部が取得した医療用画像である
元画像を前記表示部に表示可能であるように予め設定された拡大／縮小率でリサイズした
リサイズ画像を前記表示部に表示する制御を行う表示制御部と、を有し、前記表示制御部
は、前記操作部を介して前記リサイズ画像上の任意の中心点と計測点とが指定された場合
に、前記中心点と計測点とを結ぶ軸と、前記中心点を中心として互いに等しい距離をおい
て前記軸と交差するように配される複数の同心円とを前記リサイズ画像と重ねて表示し、
前記中心点に対して前記操作部を介した所定の操作がなされた場合には、前記中心点、前
記計測点、前記軸、前記同心円の全てを前記所定の操作に応じた方向に平行移動させ、前
記計測点に対して前記操作部を介した所定の操作がなされた場合には、前記計測点を前記
所定の操作に応じた方向に移動させ、移動した当該計測点の位置に応じて、前記軸及び前
記同心円を更新する。
【０００９】
　第２の発明の医療用画像表示方法は、所定のサイズの医療用画像である元画像を予め設
定された拡大／縮小率でリサイズしたリサイズ画像を表示する医療用画像表示装置の医療
用画像表示方法であって、前記リサイズ画像上の任意の中心点と計測点とが指定された場
合に、前記中心点と計測点とを結ぶ軸と、前記中心点を中心として互いに等しい距離をお
いて前記軸と交差するように配される複数の同心円とを前記リサイズ画像と重ねて表示し
、前記中心点に対して所定の操作がなされた場合には、前記中心点、前記計測点、前記軸
、前記同心円の全てを前記所定の操作に応じた方向に平行移動させ、前記計測点に対して
所定の操作がなされた場合には、前記計測点を前記所定の操作に応じた方向に移動させ、
移動した当該計測点の位置に応じて、前記軸及び前記同心円を更新する。
【発明の効果】
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【００１０】
　本発明によれば、表示された画像における２点間距離に対応する実際の距離を容易に取
得可能な医療用画像表示装置及び医療用画像表示方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本実施形態の医療用画像表示システムについて説明する。
　本実施形態の医療用画像表示システムは、特定の医療機器（例えば、ＣＴ、超音波診断
装置、ＭＲＩ等）が生成する医療用画像をリアルタイムで表示する画像表示システムであ
る。
【００１２】
　図１に、本実施形態の医療用画像表示システム１００の構成の一例を示す。
　図１に示すように、医療用画像表示システム１００は、画像生成装置１、ＬＡＮ２、デ
ータベース３、端末装置４を有する。
【００１３】
　画像生成装置１は、Ｘ線ＣＴ装置、超音波診断装置、ＭＲＩ装置等の医療用画像を生成
可能な各種医療機器である。
　Ｘ線ＣＴ（Computed Tomography：コンピュータ断層撮影）装置は、検査対象に対して
全方位から照射されたＸ線が、それぞれの方向でどの程度吸収されたか、を測定し、これ
を基に画像を再構成する装置であり、対象の断層画像を生成することができる。
　超音波診断（Ultra Sonography）装置は、超音波を発生させて検査対象に投射し、反射
した超音波（エコー）を受信するプローブ（探触子）で受信したエコーを基に画像を再構
成する装置であり、内部の様子を可視化することができる。
　ＭＲＩ（Magnetic Resonance Imaging：核磁気共鳴画像）装置は、検査対象に強い磁場
を作用させ、体内にある水素原子核を磁気に共鳴させて微弱な電波を発生させ、その電波
を受信して画像を生成する装置であり、ＣＴと同様、得られる画像は断層画像である。
　本実施形態の画像生成装置１は、特に、デジタル画像を生成可能な医療機器である。画
像生成装置１は、例えば病院内に設置されており、後述するＬＡＮ２を介して、データベ
ース３や端末装置４に対して画像を転送する。
【００１４】
　ＬＡＮ２は、例えば病院内に設けられたローカルネットワークである。ＬＡＮ２には、
病院内に設置された少なくとも１つの画像生成装置１及び少なくとも１つの端末装置４が
接続され、ＬＡＮ２を介して、画像生成装置１が生成したデータがデータベース３や端末
装置４に転送されたり、データベース３に記憶されたデータが端末装置４に転送されたり
、端末装置４同士で各種データが転送されたりする。
【００１５】
　データベース３は、病院内の各種データを記憶する記憶部である。
　端末装置４は、例えば医師により使用され、病院内の各種データの管理や閲覧を行うた
めのＰＣ（Personal Computer）等の端末である。なお、端末装置４が本発明の医療用画
像表示装置に対応している。
【００１６】
　端末装置４の構成について以下詳しく説明する。
　図２は、端末装置４の構成例を示すブロック図である。
　図２に示すように、端末装置４は操作部４１、表示部４２、メモリ４３、制御部４４を
有する。
【００１７】
　操作部４１は、キーボード４１１やマウス４１２等の入力デバイスであり、端末装置４
のユーザの入力を受け付ける。
　表示部４２は、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）モニタや液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liqu
id Crystal Display）等の表示デバイスであり、後述する表示制御部４４１の制御に従っ
て、操作部４１を介したユーザの入力に応じた画面を表示する。すなわち、例えば患者に
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関する情報を閲覧するための患者情報表示画面、患者を診察した結果を書き込み記憶する
ための診察結果生成画面、画像生成装置１が生成した医療用画像を表示する画像表示画面
等の表示を行う。
【００１８】
　メモリ４３は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）やフラッシュメモリ等の記憶デバイスであ
り、端末装置４が動作するために必要な各種データを記憶している。
　制御部４４は、端末装置４全体の動作を統括的に制御する。
　また、制御部４４は表示制御部４４１をさらに有する。
　表示制御部４４１は、表示部４２の画面表示を制御する制御ブロックである。
　本実施形態の表示制御部４４１は、画像生成装置１が生成した医療用画像を表示部２に
表示させる。
　従って、以下では表示制御部４４１の医療用画像表示制御処理について詳細に説明する
。
【００１９】
　図３に、表示制御部４４１が医療用画像を表示した際の表示部４２の表示画面の一例を
示す。
　図３に示した表示画面を、以下では画像表示画面２００と称する。
　図３に示すように、画像表示画面２００は、画像表示部２０１、アイコン群２０２を有
する。
【００２０】
　画像表示部２０１は、画像生成装置１が生成した医療用画像を表示する領域である。画
像表示部２０１に表示される画像のサイズは、例えばユーザによって設定されたサイズに
自由に変更が可能であり、画像表示部２０１自体のサイズを操作部４１（例えばマウス４
１２等）によって拡大・縮小することも可能であるし、画像表示部２０１自体のサイズを
変更せずに、取得した医療用画像をリサイズし、画像表示部２０１のサイズに合わせて（
拡大／縮小倍率を変更して）表示することも可能である。これらの処理は、後述するアイ
コン群２０２がユーザによる操作部４１を介した操作に応じて表示制御部４４１が行う。
以後、画像生成装置１から取得した、拡大／縮小処理がなされていない画像を元画像、表
示制御部４４１が拡大／縮小処理を行った後の画像をリサイズ画像と称する。
　ここで、元画像に対するリサイズ画像の拡大／縮小比Ｒは、例えばユーザが自由に設定
でき、その値はメモリ４３に記憶される。
【００２１】
　アイコン群２０２は、画像表示画面２００におけるユーザの各種操作を受け付けるため
に使用される複数のアイコンを一群にまとめて表示した部位である。
　アイコン群２０２としては、倍率設定アイコンＡ、回転アイコンＢ、明度補正アイコン
Ｃ、コントラスト補正アイコンＤ、ガンマ補正アイコンＥ、距離計測アイコンＦ等がある
。
【００２２】
　これらアイコン群２０２は、そのうちの１つのアイコンが操作部４１を介したユーザの
操作により選択された場合、表示制御部４４１は選択されたアイコンに関連付けられた処
理を実行する。それぞれのアイコンが選択された場合に表示制御部４４１が実行する処理
は以下の通りである。
【００２３】
　倍率設定アイコンＡが選択されると、表示制御部４４１は設定された値に拡大／縮小比
Ｒを設定してメモリ４３に記憶させ、拡大／縮小比Ｒに基づいて元画像の拡大／縮小処理
を行い、リサイズ画像を画像表示部２０１に表示する倍率設定処理を行う。
　回転アイコンＢが選択されると、表示制御部４４１は画像表示部２０１に表示されたリ
サイズ画像を任意の方向に任意の角度だけ回転させる回転処理を行う。
　明度補正アイコンＣが選択されると、表示制御部４４１は画像表示部２０１に表示され
たリサイズ画像の明度を調節する明度調節処理を行う。
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　コントラスト補正アイコンＤが選択されると、表示制御部４４１は画像表示部２０１に
表示されたリサイズ画像のコントラストを調節するコントラスト調節処理を行う。
　ガンマ補正アイコンＥが選択されると、表示制御部４４１は画像表示部２０１に表示さ
れたリサイズ画像に対してガンマ補正処理を行う。
　距離計測アイコンＦが選択されると、表示制御部４４１は後述する同心円ツールＧを表
示し、画像表示部２０１に表示されたリサイズ画像内の任意の２点間に対応する元画像上
の２点間の距離（実際の距離）を計測する距離計測処理を行う。
【００２４】
　アイコンＡ～Ｅが選択された場合の処理、すなわち表示制御部４４１の倍率設定処理、
回転処理、明度調節処理、コントラスト調節処理、ガンマ補正処理については、処理の詳
細については本発明では特に限定しない。また、本発明ではアイコン群２０２に含まれる
アイコンは上述した種類だけでなく、他の種類のアイコンであってもよい。
【００２５】
　以下では、距離計測アイコンＦが操作部４１を介したユーザの操作により選択された場
合に、表示制御部４４１が実行する距離計測処理の詳細について説明する。本発明は、距
離計測アイコンＦが選択された場合の距離計測処理にその特徴を有する。以下、ユーザが
操作部４１のマウス４１２を操作して、実際の距離の計測を行おうとする場合について説
明する。
【００２６】
　図４は、距離計測アイコンＦが操作部４１を介したユーザの操作により選択された場合
に、表示制御部４４１が画像表示部２０１のリサイズ画像上に表示する同心円ツールＧの
一例を示す図である。
　図４に示すように、同心円ツールＧは、中心点Ｇ１、軸Ｇ２、複数の同心円Ｇ３１～Ｇ
３ｎ（ｎは正の整数）を有する。
　中心点Ｇ１は、距離計測の基点となる点であり、ユーザが自由にその位置を決定できる
。
　軸Ｇ２は、中心点Ｇ１と、ユーザが中心点Ｇ１からの元画像上での距離を計測したい任
意の点（以下計測点Ｇ４と称する）とを結ぶ線分である。軸Ｇ２の、例えば計測点Ｇ４付
近に、中心点Ｇ１と計測点Ｇ４との元画像上での距離を文字の形式で表示する（距離表示
部Ｇ５）。
【００２７】
　複数の同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎは、中心点Ｇ１からの元画像上での距離を直感的に示唆す
るために表示されるものであり、中心点Ｇ１を中心に等間隔に配置された同心円である。
　例えば、同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎは、元画像上の切りがいい距離をリサイズ画像上の距離
に変換し、その距離ごとの間隔でリサイズ画像上に配置される。元画像上の切りがいい距
離とは、例えば、図４では１０ｍｍである。そして、図４に数字「５０」として示すよう
に、所定の同心円ごとに中心点Ｇ１からの元画像上の距離を示唆する数字を表示する。図
４において中心点Ｇ１から５個目の同心円付近に表示されている数字「５０」は、同心円
５つごとに数字が表示される設定である場合に、中心点Ｇ１から数字が付された同心円Ｇ
３５までの元画像上の距離が５０ｍｍであることを示している。数字が表示される同心円
の中心点からの個数は、例えばユーザによって自由に設定が可能である。同時に、図４に
示すように、中心点Ｇ１付近に数字「０」を表示することにより、ユーザはリサイズ画像
を見たときに、中心点Ｇ１からの距離を直感的かつ全体的に把握することができる。
　なお、図４においては一例として数字「５０」のみが表示されているが、同心円５つご
とに数字が表示される場合には、軸Ｇ２の長さが１００ｍｍを超える場合には、１０個目
の同心円Ｇ３１０付近に数字「１００」が表示されてもよい。
【００２８】
　リサイズ画像上での同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎの互いの距離ｒ（同心円Ｇ３１の半径もｒ）
は、元画像上での切りがいい距離をｒ’とした場合、ｒ＝Ｒｒ’となる（Ｒ：拡大／縮小
比）。ｒ’はユーザによって予め設定が可能である。例えば、ユーザがｒ’を１０（ｍｍ
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）に設定した場合には、表示制御部４４１は、複数の同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎを、リサイズ
画像上に１０Ｒ（ｍｍ）ごとに配置すればよい。
　基画像上での切りがいい距離ｒ’は、例えばユーザによって予め設定され、メモリ４３
に記憶されていればよい。
　また、表示制御部４４１は、ユーザが医療用画像を見る妨げとならないように、同心円
Ｇ３１～Ｇ３ｎを例えば半透明で描画する。半透明の度合い（透過度）は例えばユーザが
自由に設定できるようにしてもよい。
【００２９】
　同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎの数ｎは、軸Ｇ２の（リサイズ画像上での）長さによって決まる
。同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎは、軸Ｇ２の長さの範囲内にのみ描画される。すなわち、リサイ
ズ画像上での軸Ｇ２の長さ（中心点Ｇ１と計測点Ｇ４との距離）をＬ１とすると、ｎはＬ
１をＲｒ’で除算した場合の商を超えない最大の整数である。
【００３０】
　以下、表示制御部４４１の同心円表示処理時の動作例について説明する。
　図５は、表示制御部４４１の同心円表示処理時の動作例を示したフローチャートである
。
　　ステップＳＴ１：
　表示制御部４４１は、同心円ツールＧがユーザの操作するマウス４１２によりクリック
されたことを条件に、同心円ツールＧの表示処理を開始する。
　　ステップＳＴ２：
　表示制御部４４１は、マウス４１２のクリック入力を待つ状態となる。本ステップＳＴ
２では、マウス４１２のマウスポインタ移動入力は受け付けており、表示制御部４４１は
、画像表示部２０１に表示された医療用画像上において、マウスポインタ移動入力に応じ
てマウスポインタを移動させる。これにより、ユーザは任意の位置にマウスポインタを移
動させることができる。
【００３１】
　　ステップＳＴ３：
　表示制御部４４１は、マウス４１２に対するクリック入力があったか否かを判定し、ク
リック入力があった場合はステップＳＴ４に進み、なかった場合はステップＳＴ３を繰り
返す。
　　ステップＳＴ４：
　表示制御部４４１は、ステップＳＴ３におけるクリック入力があった時点でマウスポイ
ンタが存在したリサイズ画像上の位置に、中心点Ｇ１を設定する。従って、ユーザはステ
ップＳＴ２におけるマウスポインタ移動入力によって、中心点Ｇ１の位置を指定すること
ができる。
【００３２】
　　ステップＳＴ５：
　表示制御部４４１は、再度マウス４１２のクリック入力を待つ状態となる。ステップＳ
Ｔ２と同様に、本ステップＳＴ５でもマウスポインタ移動入力は受け付ける。
　　ステップＳＴ６：
　表示制御部４４１は、マウス４１２に対するクリック入力があったか否かを判定し、ク
リック入力があった場合はステップＳＴ７に進み、なかった場合はステップＳＴ６を繰り
返す。
【００３３】
　　ステップＳＴ７：
　表示制御部４４１は、ステップＳＴ６におけるクリック入力があった時点でマウスポイ
ンタが存在したリサイズ画像上の位置に、計測点Ｇ４を設定する。すなわち、ユーザはス
テップＳＴ５におけるマウスポインタ移動入力によって、計測点Ｇ４の位置を指定するこ
とができる。
　　ステップＳＴ８：
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　表示制御部４４１は、中心点Ｇ１と計測点Ｇ４とのリサイズ画面上での距離、換言すれ
ば軸Ｇ２の長さＬ１を取得（算出）する。なお、その算出方法は本発明では特に限定しな
い。例えば、リサイズ画像上に座標を設定し、中心点Ｇ１の座標と計測点Ｇ４の座標から
算出すればよい。
【００３４】
　　ステップＳＴ９：
　表示制御部４４１は、中心点Ｇ１の位置と軸Ｇ２の長さＬ１とを基に、複数の同心円Ｇ
３１～Ｇ３ｎの数ｎを決定する。
【００３５】
　　ステップＳＴ１０：
　表示制御部４４１は、ステップＳＴ８において算出した軸Ｇ２の長さ（リサイズ画像上
での中心点Ｇ１と計測点Ｇ４との距離）Ｌ１と、メモリ４３に記憶された画像の拡大／縮
小比Ｒとを基に、元画像上での中心点Ｇ１と計測点Ｇ４との距離Ｌ２を算出する。すなわ
ち、Ｌ２＝Ｌ１／Ｒである。
　　ステップＳＴ１１：
　表示制御部４４１は、上記したステップにおいて設定された値を基に、画像表示部２０
１に表示されたリサイズ画像上に同心円ツールＧを表示する。
　具体的には、ステップＳＴ４において設定されたリサイズ画像上の位置に中心点Ｇ１を
、ステップＳＴ７において設定されたリサイズ画像上の位置に計測点Ｇ４を表示し、これ
ら２点を結ぶ軸Ｇ２を表示する。さらに、メモリ４３に記憶された元画像上の切りがいい
距離ｒ’を基に算出された距離Ｒｒ’ごとに、中心点Ｇ１を中心としてステップＳＴ９に
おいて決定された数ｎだけ同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎを表示する。上述したように、この同心
円Ｇ３１～Ｇ３ｎは半透明で表示されることが望ましい。また、ステップＳＴ１０におい
て算出した距離Ｌ２を、計測点Ｇ４付近に距離表示部Ｇ５として表示する。
【００３６】
　なお、上述した動作例では、ステップＳＴ４において、マウス４１２のクリック動作に
合わせて中心点Ｇ１の位置を設定し、ステップＳＴ７において、マウス４１２のクリック
動作に合わせて計測点Ｇ４の位置を設定しているが、本発明はこれには限定されず、例え
ばマウス４１２のクリック動作に応じて中心点Ｇ１を設定した後、ドラッグ動作、すなわ
ち中心点Ｇ１の位置を設定するためのクリック動作が継続した状態でマウスポインタが移
動された後ドラッグ動作が解除されることにより中心点Ｇ１の位置が設定されるようにし
てもよい。
【００３７】
　以上のようにリサイズ画像上に表示された同心円ツールＧは、ユーザの操作部４１を介
した操作により操作可能である。以下、同心円ツールＧの表示後の操作と表示について説
明する。
　図４に示した同心円ツールＧが画像表示部２０１に表示された後、例えば、中心点Ｇ１
がマウス４１２を介した操作によりドラッグされることにより、表示制御部４４１は中心
点Ｇ１の位置を移動する。すなわち、マウス４１２を介したユーザの操作によって中心点
Ｇ１がドラッグされた場合には、表示制御部４４１はマウスポインタの移動後ドラッグが
解除された位置に中心点Ｇ１を移動し、これに伴って同心円ツールＧ全体、すなわち軸Ｇ
２、同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎ、計測点Ｇ４、距離表示部Ｇ５も移動前の位置関係を維持した
まま移動する。
　また、同心円ツールＧの中心点Ｇ１及び計測点Ｇ４以外の構成要素がマウス４１２を介
した操作によりドラッグされた場合も、中心点Ｇ１がドラッグされた場合と同様に、同心
円ツールＧ全体を移動するようにすればよい。
【００３８】
　例えば、計測点Ｇ４がマウス４１２を介した操作によりドラッグされることにより、表
示制御部４４１は計測点Ｇ４の位置を移動する。そして、ドラッグが解除された位置に新
たに計測点Ｇ４を表示する。この場合、中心点Ｇ１は移動されず、表示制御部４４１は、
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イズ画面上の距離Ｌ１と元画像上の距離Ｌ２を新たに算出して、元画像上の距離Ｌ２を距
離表示部Ｇ５として計測点Ｇ４付近に表示しなおす。そして、中心点Ｇ１と計測点Ｇ４の
リサイズ画面上の距離Ｌ１を基に、同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎの数ｎを算出しなおし、その結
果を基に同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎを新たに表示する。
【００３９】
　以上説明したように、本実施形態の医療用画像表示システム１００によれば、表示制御
部４４１は、画像生成装置１が生成した医療用画像（元画像）を設定されたサイズに変換
して画像表示部２０１に表示するが、この際、表示されたリサイズ画像内における任意の
２点間距離を測定するためのツールとして、同心円ツールＧを表示することができる。同
心円ツールＧは、リサイズ画像内の任意の２点を指定することにより、元画像上の任意の
２点に対応する２点間の距離を表示するとともに、中心点Ｇ１からの元画像上の所定の距
離ごとに配された複数の同心円Ｇ３１～Ｇ３ｎを表示するため、同心円ツールＧにより、
ユーザはリサイズ画像内における任意の２点に対応する元画像上の２点間の距離（実際の
距離）を容易に計測可能であるとともに、任意に位置指定した中心点Ｇ１からの元画像上
での距離をリサイズ画像上で直感的かつ全体的に把握することができる。
　また、同心円ツールＧはマウス４１２を介してユーザが自由に操作可能であるため、画
像表示部２０１に表示されたリサイズ画像から容易に情報を読み取ることができるように
なる。
【００４０】
　本発明は上述した実施形態には限定されない。
　すなわち、本発明の実施に際しては、本発明の技術的範囲またはその均等の範囲内にお
いて、上述した実施形態の構成要素に関し様々な変更、コンビネーション、サブコンビネ
ーション、並びに代替を行ってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】図１は、本実施形態の医療用画像表示システムの構成の一例を示す図である。
【図２】図２は、端末装置の構成例を示すブロック図である。
【図３】図３は、表示制御部が医療用画像を表示した際の表示部の表示画面の一例を示す
図である。
【図４】図４は、距離計測アイコンが操作部を介したユーザの操作により選択された場合
に、表示制御部が画像表示部のリサイズ画像上に表示する同心円ツールの一例を示す図で
ある。
【図５】図５は、表示制御部の同心円表示処理時の動作例を示したフローチャートである
。
【符号の説明】
【００４２】
　１００…医療用画像表示システム、１…画像生成装置、２…表示部、３…データベース
、４…端末装置、４１…操作部、４１１…キーボード、４１２…マウス、４２…表示部、
４３…メモリ、４４…制御部、４４１…表示制御部、２００…画像表示画面、２０１…画
像表示部、２０２…アイコン群
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